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はじめに 

基本的にはこのページに例示する体裁に従った編集を

行ってまいりますが,どうしても図表をページに収めな

ければならない時などのやむを得ない場合は,必ずしも

この体裁に従わない編集を行うこともあります.また,行

数に関しても都合上変更する可能性があります.その際

はご理解・ご協力の検討をお願いします. 

 

材料及び方法 

図は下記のように表示されます（図１）.基本は文章

内で図についての表記が現れている位置に近い場所で表

示されますが,配置やスペースの問題により,図の場所が

変わることがあります.その点は編集に一任させていた

だければと思います.また,大型の図や表の場合は,配置

が難しい場合もあり,ご希望の配置に添えない場合もあ

りますので,その際はご容赦いただければと思います.基

本は白黒印刷となりますので,カラーの写真をご提出い

ただいても,白黒に変換させていただいての掲載となり

ます.図の配置は読者が読んでいる方向で図が認識でき

るようにします.写真の縦横比などの都合上,図の配置す

る方向を変えたい場合は,事前にお知らせ願います. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 図のキャプションは図の下に表示されます 

結  果 

 文字の行内は両端揃えで配置されます.句点,読点,英

単語や学名などにより,１行の文字数が通常行の文字数

より多い場合や少ない場合があります.表は下記のよう

に表示されます（表１）.表のキャプションは図の場合

と違い,表の上に説明が掲載されます.脚注は表の下に表

示されます.表についても,ご提出いただいた表を編集で

形を動かすこともあります.その際には表の意味が変わ

ってしまわないか、など注意して扱います. 

 

考  察 

 学名の表示は斜体（イタリック体）なので,例えば

アオダイショウElaphe climacophoraのような表示とな

ります.基本的に「。」は「.」に,「、」は「,」に置き

換えられます. 

 

引用文献 
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す. 
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表１ 表のキャプションは表の上に表示されます 

 

 

 

 

 

※１ 表の脚注は表の下に表示されます 
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短報は基本的に短いものを扱います．編集の処理

としては報告とほとんど変わりませんが,表題や報告

者氏名等が,段組内に収まるような扱いになります.

図や表の配置や取扱いは,報告と同じです. 

短報は,一例報告や短い報告を扱いますが,文章の

書き方は体裁には従う必要はありません. 

「はじめに」「材料及び方法」「結果」「考察」

等に分かれ,内容量のあるものは報文として扱います

が,著者からの依頼で短報とすることもあります. 

原稿の概ねの書き方は,研究報告の後ろの方に掲載

されている「投稿規定」(北海道爬虫両棲類研究会, 

2018)を御覧ください.実際の書き方については,当会

で書き方の具体的な案内を作成するべきところです

が,現時点では用意できておりません.参考として日

本爬虫両棲類学会の「爬虫両棲類学会報投稿ガイド

」(日本爬虫両棲類学会,2017)が論文の書き方が大変

わかりやすくガイドされておりますので,ご一読され

るのをおすすめいたします.また､いろいろな動物の

観察記録を文章にしてみたいという方は「フィール

ドの観察から論文を書く方法」（濱尾,2010）もわか

りやすく,手頃な価格の本だと思います. 

 

図１ 図のキャプションは図の下に表示されます 

表１ 表のキャプションは表の上に表示されます 

 

 

 

 

 

※１ 表の脚注は表の下に表示されます 

 

2019年に発行する「北海道爬虫両棲類研究報告Vol.

6」（北海道爬虫両棲類研究会,未印刷）では,報文と

短報の他に,自由な投稿枠として雑記が加わります.

内容や書き方に関しては全くの自由です（内容が道

徳的・社会的に反するものは不可ですが）.北海道爬

虫両棲類研究会の編集者達が掲載に支障なしと判断

するものについては,掲載していきますので,会員の

皆様のコミュニケーションの場の一つとしてご利用

いただいても良いと思います.ただし,研究報告が雑

記メインの雑誌にならないよう配慮していくつもり

です. 

野外観察で「面白い！」と感じたことなどを書い

ておく記録として,北海道爬虫両棲類研究報告をお書

きいただければ,多くの人たちの目に触れる機会にな

ります.普段みなさまが感じている,両生類や爬虫類

の面白いことが、将来の研究の糸口になることもあ

るかも知れません.書くことに興味を持った方は,事

務局にご相談頂けたら幸いです. 
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